










交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 I 令和4年度

延長保育利用児童
成果実績 ％ 100% 

延長保育利用児童
受入状況：利用者数 目標値 ％ 100% 

受入状況 100% 
＋要利用者数 XlOO

達成度 ％ 100% 

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる業務改善を図るため、 事業完了後早期に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金を活用することにより、 児童福祉施設最低基準第3 3条に規定される保育士の数より多い人員配置
が可能となり、 よりきめ細やかな保育所運営が実施できました。

7月～1 1月の 延長保育の利用者は、 のべ８３人であり、 延長保育を希望する児童すべてを受け入れること
ができ、 世帯構成や勤労形態の 多様化などに伴い延長保育の利用を望んでいる育児世帯等に対し、 年間を通し
て安心して子育てができる環境を提供することができました。

また、 市ホ ー ムページや市報において本交付金の活用実績を掲載し、 市民に周知することにより、 発電施設
及び発電事業への理解を深めることができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
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n. 事業評価個表（令和4年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置 町道藪ノ内線改良工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 I上勝町
交付金事業実施場所 上勝町大字正木

交付金事業の概要
道路改良工事 L=71. 50m, W=4m アスファルト舗装工 A=200面 擁壁区間工事 L=18.80m

幅員の拡張による通行の安全の観点から道路改良工事を行うことで、生活道路の安全性及び利便性を確保
します。

町道藪ノ内線は、蔭地集落の幹線で、その沿線には集落が立ち並び唯一の生活道路として
多くの方々が利用し、また、本町はいろどり産業が盛んであり、もみじを始め香酸柑橘及

交付金事業に関係する び花木の出荷などの輸送のため通行量は多い。今回、当該路線の中で最も幅員が狭いの
都道府県又は市町村の と、カ ー ブが相まって視認的の通行上危険な状況にある。 このことから、通行の安全確保

の観点から道路拡幅を行うことで、毎日利用する地域住民の方々の生活基盤としての利便主要政策・施策とその 性を図れるものです。この道路改良工事は、地元より強い要望があり、電源立地地域対策目標 交付金事業で整備し、地域の生活環境に寄与する目的で、当事業を実施するものである。
目標：損傷した町道の適切な補修による生活道路の安全性普及及び利便性を確保し、住民
からの当該道路に対する苦情件数を0件にする。
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事業開始年度 令和4年度I 事業終了（予定）年度 | 令和4年度
事業期間の設定理由




